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研究成果の概要（和文）：成果の要点は、これまで工学をはじめとした作り手側の領域において軽視されてきた機能面
に着目し、使い手視点によって最終的に社会の中で生み出される内容による製品評価の基礎的な考え方を提示すること
ができたことである。製品は何らかの目的に基づいてつくられるが、それは何らかの使い手の要望を実現することであ
る。今回の研究では、工学をはじめ、デザイン学や経営学の学術領域をまたぐ議論が実施でき、総括的な評価軸につい
てさまざまな議論が行われてきた。その中で、使い手が使用を通して発生させる機能が、設計者が考える機能とまった
く異なり、そこに重要な視点がある可能性を得て、新たなる評価軸の可能性を得るに至った。

研究成果の概要（英文）：Products are created for some purpose, and some parts of the purpose are to 
create particular functions. This reserch discusses the fundamental process to create the functions of 
artifacts. The point of this discussion is to make up the indicator of value of products, because it is 
difficult to find the indicator that is for total value from the both side of aesthetic and functional.
We discussed this academic target with researchers in the field of engineering, design, management and 
marketing, and tried to understand the most important point to make clear the value of products. We 
realized that it is important to analyze the value of products from the viewpoint of function of 
products, and analyzed the difference between designed function by designers and emerged function by 
users. Finally, we found one of the most important points to understand the value of products with 
emerged function by users.

研究分野：設計情報分析
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１．研究開始当初の背景 
昨今、ものづくりに関する議論は多く行わ
れてきたが、感覚的側面（デザイン性、審美
性、好き嫌いなど）についての議論が希薄で
あった。しかし、製品が創られ、社会に普及
する過程において、この感覚的側面を軽視し
ては説明しきれないことは明らかである。実
際に製品がヒットするときは、「デザインの
良さ」がきわめて重要な要因となっている場
合が少なくない。（iPod、スウォッチ、デザ
イナーズマンションなど） 
また、意匠に関する分野においては、論理
的な設計工程分析による議論が薄めであっ
たと考えられる。企画、設計、生産などの設
計プロセスにおいて、経済的資源の負荷を考
慮しながら意匠性を検討することについて、
殆ど成されることがなかったといえる。要す
るに、製品の機能や仕様についての深い検討
は、デザインとは切り離されて考えられてき
た傾向があると考えられる。 
本研究は、これまでの経営学や工学の対象
であった理論的側面に加え、デザイン分野な
どの対象である感覚的側面を積極的に捉え、
両側面の融合を図ることにより、ものづくり
の真理にこれまでよりも一歩でも深く迫る
ことを視野に入れたものである。 
 
２．研究の目的 
 多くの製品は、機能、仕様、コストなどを
検討する理論的側面と、デザイン性、審美性
等を検討する感覚的側面によって開発され
ていく。また、使い手も製品を使いながら、
これらの内容を俯瞰的に捉え、製品の価値を
理解していく。 
 しかし、この二つの側面を統括的に扱いな
がら、製品を評価する手法は体系化されてい
るとは言い難い。（例えば、製品がヒットす
れば「市場が評価する」という抽象的な概念
でのみ捉えている感がある。） 
本研究は、二つの目的がある。一つ目は、
既存の学問領域を意識せず、使い手視点の
「真に求められる製品とは何か」という基本
的立場に立ち、製品開発における『理論的側
面』と『感覚的側面』による統括的な評価手
法の確立。二つ目は、その統括的な評価手法
に基づく新しい設計手法の確立である。 
 
３．研究の方法 
これまで研究者および研究領域が互いに
踏み込みし難かった理論的側面と感覚的側
面の融合を試行するものであった。これらの
両領域では、どちらか一方に特化した思考を
持つ研究者が多く、個別の研究者が両領域を
体系化していくことは困難であると考えら
れる。本研究では、まずは、理論的領域と感
性的領域の個別課題に対してそれぞれ得意
と考えられる研究者を中心として議論を行
うこととした。一方、それらの個別課題に対
応するとき、それぞれ逆の領域の考え方を行
ってきた研究者が必ず議論の相手役として

グループを形成する形を取るものとした。最
終的には、両側面を総合的に捉えるために、
総括的議論を加える。 
A)使い手視点の製品の統括的評価手法の確
立について 
B)製品の統括的評価を考慮した設計手法の
確立について 
また、実際の社会における経済活動を行っ
ている企業のヒヤリング、国内にとどまらず
国際的な知見と感覚を交えた議論を行って
きた。特に、主要用途が明快でネットワーク
化されていない製品を抽出し、設計プロセス
についての調査をくわえ、二つの側面から課
題を抽出し、本研究のフレームワークを構築
してきた。そして、その知見に基づき、複雑
性が高い機能を持つ製品や、ネットワーク化
される製品を取上げ、基盤的な考え方として
機能に着目する手法にたどり着いたもので
ある。 
 
４．研究成果 
成果の主なポイントは、これまで工学をは
じめとした作り手側の領域において軽視さ
れてきた機能面に着目し、使い手視点によっ
て最終的に社会の中で生み出される内容に
よる製品評価の基礎的な考え方を提示する
ことができたことである。 
作り手の視点から考察した設計プロセス
では、使い手の要望を受けて製品の概念設計
がなされ、それに基づいて機能設計がなされ、
構成設計へと進んでいくことになる。ここで
示された機能設計は、作り手が、概念設計に
基づき様々な与条件を整理しながら構築し
ていくものである。ここで、機能設計によっ
て創られた内容を「設計機能」と定義し、後
工程である構成設計や工程設計で浮かび上
がる課題がフィードバックされることによ
り、内容が揉まれていくことになることが理
解できた。 
一般的に、製品について、使い手の要望を
実現させることが主要な目的の一つである
と考えるなら、つくり手が作り出した「設計
機能」が構築され、それに即して構成設計が
なされることだけでは、極めて重要な盲点が
隠されている。マーケティング分野等の洗練
された議論により使い手側の要望を把握す
ることが困難であるとしたなら、「設計機能」
の内容が拠り所のない状態でつくり上げら
れている可能性を含むことになる。要するに、
つくり手が、使い手の要望を把握していない
のに、把握しているつもりになって設計して
いる可能性が否めないということである。こ
のような視点から、使い手の要望が実現した
かどうかを考えるには、使い手が製品を手に
取り、「設計機能」通りの機能を取り出せた
かどうかを観察しなければならない。しかし、
これまでの設計・生産手法を顧みると、この
ような極めて当たり前の方向性が薄いこと
に気づく。 
 本研究では、ここで指摘した設計機能につ



いて、何に基づいて構築されるのかを考察し
てきた。つくり手は、対象となるプロダクト
の目的のために、合理性、意匠性、性能、品
質などを追求し、機能設計と構成設計の間を
フィードバックさせながら設計情報をつく
りこんでいく。ここでつくり手が使っている
パラメーターは、基本的に全てプロダクトの
パーフォマンスを挙げるものである。このパ
ーフォマンスとは、品質を上げ、コストを抑
え、プロダクトの魅力を向上させていくもの
である。 
また、使い手は、理解できるのは目の前の
プロダクトのみである。それを手に取り、使
ってみて、自分が使いやすいように機能を構
成していく。つまり、使い手は、プロダクト
を購入し、説明書などの設計者のメッセージ
を理解することはほとんどなく、自分が使う
機能のみを取り出し、また、想定されていな
かった機能をつくりだす。このときのパラメ
ーターは、使い手の感覚が入ってくることに
なる。つまり、さまざまな感覚が媒介するパ
ラメーターを含意することとなり、自分が勝
手に取捨選択して取り出した設計機能の一
部と共に、発生機能として構築していく。 
このような傾向は多くのプロダクトでお
こると考えられ、以下、これまでの考察で触
れてこなかったことの中で、主に二つの側面
について考察を加えていった。 
一つがそのプロダクトがおかれる環境と
の関係である。この関係性によって、プロダ
クトの役割は左右される部分があると考え
られる。プロダクトがおかれる環境は、時間
と共に変化し、固定した考え方で捉えること
が基本的に不可能である。その上、多くの操
作可能な要素と操作不可能な要素によって
構成され、極めて把握が困難な面がある。こ
のような外部の環境の中で、対象となるプロ
ダクトがどのような位置づけになるのか、ど
のような操作がなされるべきなのか、どのよ
うな予測不可能な事項がおこるのか、定性的
な考え方は成立しにくい。 
二つ目が、使い手の感覚的な部分である。
デザインや使い勝手をはじめとした使い手
の感性によって取捨選別されていく可能性
がある以上、作り手の意図の全てが反映され
るということは難しいと考えるべきである。
繰り返しになるが、作り手が表現しようとし
た内容は、そのプロダクトの構成に落とし込
まれているはずであるが、使い手によってそ
の内容どおりに理解されるとは限らない。特
に、設計機能が全く同様のプロダクトを想定
した場合でも、使い手が見出す使い方や用途
には大きな相違が生じることがある。このよ
うな事象が意味していることは、プロダクト
の設計プロセスにおける設計機能と、使い手
がそのプロダクトから取り出す機能のスト
ラクチャーが、基本的に関連性が無い要因を
含んでいるということである。つまり、使い
手は与えられたプロダクトを手にし、その後、
その時点での環境の下、自分たちの感性に基

づく嗜好によって様々な判断が加えられ、自
分たちで機能のストラクチャーを創り出す
ことになる。（ここでは、この使い手によっ
て創造される機能のストラクチャーが事後
的に発生するために「発生機能」と呼ぶこと
とした。） 
このような考察のとおり、「発生機能」は、
どのようなプロダクトについても創り出さ
れることになる。そして、創出されたプロダ
クトが実社会の中で有効に使われるかどう
かを考える場合、この「発生機能」が主に問
われることになる。しかし、この「発生機能」
について、有効な評価手法が確立されていな
いということに気づくこととなった。 
様々な製品分野で、この課題は頻繁に見出
すことが出来る。携帯電話やデジタルカメラ、
パソコンなどについて考えると、設計者が設
計プロセスで考えた機能設計の内容は、多く
の部分を使用者に理解されることも無く使
われないままとなる。その代わりに、独自の
使い勝手の良い一部の機能は頻繁に使われ
るようになる傾向がある。場合によっては、
つくり手が想定していなかった使い方が発
生する場合もある。しかし、その点に注目し。
何らかの評価を行う議論が極めて薄目であ
ることに気づくこととなった。 
一般化すると、設計されたプロダクトが使
い手に渡った後は、使い手がさまざまな外的
要因、内的要因に基づく環境の中で「発生機
能」を構築することになる。この状況は、使
い手を含む関与者、外的要因、内的要因は、
継時的に変化していくために、定性的に捉え
ることが困難となる。しかし、問題は「発生
機能」についての評価手法が確立されていな
いことである。「設計機能」については、対
象の構成や生産プロセスと一緒に議論され
ながら、設計内容の仕様、費用対効果、デザ
インなどの定格化された評価軸によって吟
味される。しかし、使い手によって創られる
「発生機能」は、多くの可能性を含んでおり、
その内容を深く理解しない場合、使い手がど
のように受け止めたかを理解することはほ
とんど不可能である。製品に関する設計行為
に着目し、製品創造の基礎的な課題の抽出と
して、どのように製品に求められる機能がつ
くられていくかを考察した。そして、つくり
手がつくる「機能設計」と、使い手が生み出
す「発生機能」が、結果として同一かもしれ
ないし、全く異なるかも知れないということ、
また、それらが根本的に異なるプロセスによ
ってつくられるものであることついて理解
してきた。 
ここで示した「発生機能」は、製品が市場
に受け入れられ、浸透するかどうかについて
極めて大きな要因となり得る。これまで、日
本の技術革新によって多くの市場に浸透し
た製品が、いくつも創られてきた。しかし、
それらの製品は、使い手の要望が極めて把握
しやすい状況にあったと考えられる。つまり、
使い手が満足する製品品質に届かなければ、



明らかに品質向上を競えば良かったという
ことになる。製品品質が使い手の要望のレベ
ルに届いたとき、使い手はそれまでと異なる
要望を持つことになる可能性が生まれる。こ
の時点で、製品に関する技術的思想の傾向に
ついて「設計機能」と「発生機能」の概念か
ら理解し、日本が世界に対して優位に開発を
してきた製品の特性を理解する必要が生ま
れる可能性が生じる。つまり、製品設計に関
する一般化できる基礎的知見を得て、技術革
新を創生してきた過去の国内の成功事例に
関する傾向を理解するため、技術面の検討に
加え、社会で活かされる製品を如何につくる
かを、工学的立場から議論していく必要が生
まれると考えられる。 
本研究は、その入り口として基盤的な評価
視点を示したものであるが、今後、この考え
方を使いながら、各製品の特性、各産業分野
の特性、地域や国による考え方の違いを踏ま
えつつ、社会に浸透する製品の創り方につい
て、真摯な議論の基、方向性を示していく必
要がある。 
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